
はい、承知いたしました。ご提示いただいた2つのマニュアルの優れた点を統合

し、より完全で網羅的な「高品質プログラミング演習資料作成マニュアル」を作

成します。特に、メイン演習資料の丁寧な作成プロセスと、補足資料の段階的詳

細度構造を融合させることに重点を置きます。

高品質プログラミング演習資料作成
マニュアル (統合版)
このマニュアルは、学習者がスムーズに理解を深め、かつ作成者にとっても齟齬

の少ない高品質なプログラミング演習資料を作成するための包括的なガイドで

す。メイン演習資料の丁寧な作成プロセスと、補足資料の段階的詳細度構造を組

み合わせることで、効果的かつ効率的な学習体験を提供します。

1. 基本設計思想

1.1 二層構造アプローチ

演習資料は以下の二層構造で設計します。

メイン演習資料（実践層）メイン演習資料（実践層）

体験型学習体験型学習 : 実際にコードを書き、動作確認することで理解を促します。

段階的習得段階的習得 : 複雑な概念を小さなステップに分解し、各ステップで1つか2つの新しい概念に集中します。

明確な指示明確な指示 : 学習者が迷わないよう、具体的で曖昧さのない指示を心がけます。

最小限ヒント最小限ヒント : 「思い出すきっかけ」程度に留め、学習者の思考を促します。

補足資料（知識層）補足資料（知識層）

段階的詳細度段階的詳細度 : 基本(1分) → 詳細(3分) → 深掘り(コラム) → 実践応用の4段階で体系的な知識を提供します。

自己学習支援自己学習支援 : メイン演習で「なぜ？」「もっと知りたい」と思った時にアクセスし、自分のペースで学べるようにしま

す。

関連技術の網羅関連技術の網羅 : 深掘りコラムでは、主要概念と関連する技術群を優先度順に示し、その繋がりを解説します。

1.2 学習者の認知的負荷の管理

ワーキングメモリの保護ワーキングメモリの保護 : 一度に扱う新概念は1〜2個までとします。
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段階的開示段階的開示 : 必要な情報を必要なタイミングで提示します。

文脈の一貫性文脈の一貫性 : 使用する例やテーマを統一し、認知的な切り替えコストを削減します。

1.3 対象者の設定

プログラミング初学者（経験0〜3ヶ月程度）を想定します。

基本的なPC操作、タイピングができることを前提とします。

2. 資料構成の設計

2.1 全体構成

メイン演習資料と、各テーマに対応する補足資料の組み合わせを推奨します。

2.2 学習目標の設定

各資料、各ステップで「何ができるようになるか」「何を理解できるようになる

か」という具体的な学習目標を設定します。

例：さいころ演習１の場合例：さいころ演習１の場合

演習全体の目標演習全体の目標 : Pythonの基本的な入出力、変数、条件分岐、ループ、リスト、関数の使い方を理解し、簡単なコンソール

アプリケーションを作成できる。

ステップ1の目標ステップ1の目標 : random モジュールと print 関数を使い、ランダムな結果を画面に出力できる。

メイン演習資料 (X/Y)

├── はじめに（演習の目的、対象者、進め方）

├── ステップ1: [具体的なタスク] ([学ぶ主要概念])

│   └── (補足資料への誘導)

├── ステップ2: [具体的なタスク] ([学ぶ主要概念])

│   └── (補足資料への誘導)

└── ...

├── まとめ（学んだことの振り返り、次のステップへ）

補足資料群

├── 補足資料1: [テーマA] - 段階的詳細度解説

│   ├── 基本(1分)

│   ├── 詳細(3分)

│   ├── 深掘り(コラム) - 関連技術とその繋がり

│   └── 実践応用 - 関連技術を踏まえた総合的な活用

├── 補足資料2: [テーマB] - 段階的詳細度解説

└── ...
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補足資料（ループ）の目標補足資料（ループ）の目標 : ループの基本構文を理解し、 for 文と while 文を適切に使い分けられる。さらに、

enumerate , range , イテレータなどの関連技術との連携を理解し、実践的なコードに応用できる。

3. メイン演習資料のステップ設計

各ステップは以下の要素で構成し、齟齬が生じないよう細心の注意を払います。

3.1 各ステップの構成要素

1. ステップタイトルステップタイトル : 「ステップX: [具体的なタスク] ([学ぶ主要概念])」

2. 導入・問題提起導入・問題提起 : このステップで何をするのか、なぜそれが必要なのかを簡潔に説明。

3. 目標の明確化目標の明確化 : このステップを終えると何ができるようになるか、具体的な実行結果や動作イメージを提示。

4. 考えてみよう（コードの穴埋め）考えてみよう（コードの穴埋め） : 学習者が実際に手を動かす部分。

5. 最小限ヒント最小限ヒント : 詰まりやすいポイントや重要な手がかりを「思い出すきっかけ」程度に提供。

6. 解答例解答例 : 完全なコード。

7. ポイント解説ポイント解説 : 学んだ概念、構文、重要な注意点を簡潔に整理。

8. 補足資料への誘導補足資料への誘導 : より詳細な情報や関連知識へのポインタを提示。

9. （推奨）動作確認の促し（推奨）動作確認の促し : 実際にコードを実行し、期待通りに動くか確認するよう促す。

3.2 導入・問題提起の書き方

学習者の興味を引き、このステップの目的を明確に伝えます。技術名称よりも

「何をするか」「なぜそれが必要か」を優先します。

例 (さいころ演習１ ステップ3より)例 (さいころ演習１ ステップ3より) : 「『y』と答えている間は何度でも

サイコロを振れるように、繰り返し処理を導入しましょう。ここでは

while  ループという、特定の条件が満たされている間、処理を繰り返す方

法を学びます。」

3.3 目標の明確化

視覚的な例（実行結果のスクリーンショットやテキスト表示、Before/Afterの比

較など）を用いると効果的です。

例例 : 「このステップを終えると、以下のようにユーザーが『n』と入力する

までサイコロを振り続けられるようになります。」

出た目は 5 です。

もう一度振りますか？ (y/n): y

出た目は 2 です。
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「 現在:現在:  最大2回までしか振れない → 目標:目標:  ユーザーが望む限り何度で

も」

3.4 考えてみよう（コードの穴埋め）の設計原則

齟齬を防ぎ、学習効果を高めるための最重要ポイントです。

3.4.1 日本語指示の具体性と明確性

原則原則 : 誰が読んでも同じように解釈でき、具体的なコードに落とし込めるレベルの指示を目指します。

良い指示の例 (さいころ演習１ ステップ5より)良い指示の例 (さいころ演習１ ステップ5より) :

「 iを 0 から roll_history_list の長さ - 1 までの範囲で繰り返す: 」

「 「i+1 回目: (roll_history_listのi番目の値)」という形式で出力する 」

避けるべき指示避けるべき指示 : 曖昧な表現（「いい感じに表示する」）、複数の解釈が可能な指示（「ユーザー情報を管理する」）。

チェックポイントチェックポイント :

 その指示から、使用すべき関数や構文がある程度推測できるか？

 必要な変数名やデータ構造が明確か？（必要であれば指示に含める）

 期待する出力形式や動作が具体的に記述されているか？

 複数のステップにまたがるような大きな処理を一言で指示していないか？

3.4.2 穴埋め（ ___ ）の戦略と粒度

目的目的 : そのステップで学ばせたい主要な構文、関数、または論理構造を学習者自身に考えさせる。

種類と使い分け種類と使い分け :

キーワード穴埋めキーワード穴埋め : _____ user_input != "n":  ( while )

論理構造穴埋め論理構造穴埋め : if user_input == "n": _____ # ループを抜ける処理

日本語指示からの変換日本語指示からの変換 : # ユーザーに継続意思を確認

選択基準選択基準 :

 そのステップの学習目標に直結する部分か？

 初学者が間違いやすい、あるいは理解を深めてほしい部分か？

 単純な書き写しではなく、少し考える必要があるか？

 隠しすぎ、あるいはヒントがなさすぎで解答不能になっていないか？

3.4.3 穴埋めコード作成時の注意点

もう一度振りますか？ (y/n): n

ゲームを終了します。
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1. まず完全な解答コードを作成するまず完全な解答コードを作成する : これが全ての基準となります。

2. 解答コードを基に穴埋め版を作成する解答コードを基に穴埋め版を作成する : 学習目標と照らし合わせ、どこを隠すか、どこを日本語指示にするか決定します。

3. 日本語指示と穴埋め部分が、解答コードと完全に一致するか検証する日本語指示と穴埋め部分が、解答コードと完全に一致するか検証する 。

4. 学習者の視点でセルフレビュー学習者の視点でセルフレビュー : 他に妥当な解釈やコードはあり得るか？（あればポイント解説や補足資料で触れる）。

3.5 最小限ヒントの効果的な書き方

直接的な答えではなく、思考を助ける手がかりを「思い出すきっかけ」程度に提供します。

関連する関数名、構文の基本形、考え方のヒントなどを簡潔に示します。

良い例:良い例:

避けるべき例:避けるべき例:  ヒントで詳細な説明を長々と書くこと。

3.6 解答例の提示方法

完全なコードを提示完全なコードを提示 : 学習者が自分のコードと比較できるようにします。

唯一解ではないことの明示唯一解ではないことの明示 : 可能であれば、コラムや注釈で別解を紹介します。「この解答例は一例です」といった注釈も

有効です。

コードの意図が伝わるコメントコードの意図が伝わるコメント : 必要に応じて、解答コード内に簡単なコメントを追記します。

3.7 ポイント解説の書き方

そのステップで学んだ新しい構文、関数、概念を簡潔にまとめます。

なぜそう書くのか、どのようなメリットがあるのかを説明します。

3.8 補足資料への誘導設計

メイン演習の各ステップの最後や、関連するポイント解説の中で、対応する補足

資料へ自然に誘導します。

誘導パターン例:誘導パターン例:

**ヒント:**

- `while 条件:` で条件が真の間繰り返し

- ループを抜けるには `break` を使用

> **より詳しく知りたい場合:** 「補足資料X: [テーマ名]」で、このループの仕組みや他の使い方を段階的に学べます。

> - 基本(1分): `while`文の基本的な形と一番簡単な使い方

> - 詳細(3分): `while`文がどう動くか、よくある間違い
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4. 補足資料の段階的詳細度設計

各テーマについて、以下の4段階で構成される補足資料を作成します。

4.1 段階1: 基本(1分) - 最低限の理解

目的目的 : 急いでいる人、概要だけ知りたい人向け。

内容内容 : 一言での概念説明、基本構文（コード例付き）、最もシンプルな使用例。

構成テンプレート構成テンプレート :

4.2 段階2: 詳細(3分) - しっかりとした理解

目的目的 : 正確に理解して使いこなしたい人向け。

内容内容 : 詳細な動作説明、実行フローの解説、よくある間違いと注意点、複数のコード例。

構成テンプレート構成テンプレート :

> - 深掘り(コラム): `for`文との違い、イテレータとの関係

> - 実践応用: 実際のプログラムでの複雑な使い方

## 基本(1分) - [概念名]とは

**概要:** [概念を一文で説明]

**基本構文:**

```python

# 基本的な形

[基本構文のコード例]

```

**シンプルな例:**

```python

# 最もシンプルな使用例

[具体的なコード例]

```

## 詳細(3分) - [概念名]の仕組みと使い方

### 動作の仕組み

[内部的にどう動くかの説明]

### 実行フロー

1. [ステップ1の説明]

2. [ステップ2の説明]
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4.3 段階3: 深掘り(コラム) - 関連技術とその繋がり

目的目的 : その概念と関連する技術群の全体像を理解したい人向け。

内容内容 : 関連する技術・概念を優先順位順に列挙、それぞれの関連性と使い分けの説明、技術間の繋がりを示すコード例。

構成テンプレート構成テンプレート :

3. [ステップ3の説明]

**例:**

```python

# より詳細な例

[詳細なコード例とコメント]

```

### よくある間違いと注意点

**❌ 間違った例:**

```python

[間違ったコード例]

```

**✅ 正しい例:**

```python

[正しいコード例]

```

### 補足説明

[重要なポイントの解説]

## 深掘り(コラム) - [概念名]と関連技術

### 関連技術マップ（優先度順）

#### 🔥 重要度：高 - [関連技術1]

**関連性:** [なぜ関連するのか、どう使い分けるのか]

```python

# [概念名]との比較・連携例

[比較や連携を示すコード]

```

#### 🔶 重要度：中 - [関連技術2]

**関連性:** [関連性の説明]

```python

# 連携例

[コード例]

```

#### 🔹 重要度：補足 - [関連技術3]

**関連性:** [関連性の説明]

```python

# 応用例

[コード例]
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4.4 段階4: 実践応用 - 関連技術を踏まえた総合的な活用

目的目的 : 関連技術を組み合わせた実用的なコードが書けるようになりたい人向け。

内容内容 : 深掘りで学んだ関連技術を組み合わせた実例、複数の技術を使い分ける判断基準、実際のプロジェクトレベルのコー

ド例。

構成テンプレート構成テンプレート :

(具体的な for 文の補足資料例は、添付マニュアル「演習作成マニュアル.md」の「3.2 具体例：for文の補足資料（改訂

版）」を参照してください。)

4.5 補足資料の相互参照

各補足資料の末尾には、関連する他の補足資料へのリンクを設置し、知識のネッ

トワーク化を促します。

```

### 技術の全体像

[これらの技術がどのように組み合わさって使われるかの解説]

## 実践応用 - [概念名]と関連技術の総合活用

### 組み合わせパターン集

#### パターン1: [メイン概念] + [関連技術1]

**使用場面:** [どんな時にこの組み合わせを使うか]

```python

# 実用的なコード例（複数技術の組み合わせ）

[実際のプロジェクトで使えるレベルのコード]

```

**なぜこの組み合わせ？** [技術選択の理由と効果]

#### パターン2: [メイン概念] + [関連技術2] + [関連技術3]

[同様の構成]

### 技術選択の判断基準

**状況A の場合:** [技術1] を選ぶべき理由

**状況B の場合:** [技術2] を選ぶべき理由

**状況C の場合:** [技術3] との組み合わせが効果的

### 総合実例：実際のプロジェクト想定

```python

# 複数の関連技術を組み合わせた

# 実際のプロジェクトレベルのコード例

[本格的なコード例]

```
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5. コラムの効果的な活用 (メイン演習資料内)

メイン演習資料内のコラムは、補足資料とは別に、以下のような目的で活用でき

ます。

学習の息抜きや、ちょっとした豆知識の提供。

解答例以外の別解の簡単な紹介（例: f-string）。

非常に便利な標準関数の紹介（例: sum() ）。

次のステップや補足資料への興味を引くような短い話題提供。

6. 実際の資料作成プロセスと品質担保

6.1 事前準備

1. テーマと学習目標の明確化テーマと学習目標の明確化 : 何を学ばせたいのか、最終的に何ができるようになってほしいのか。

2. 全体のストーリー設計全体のストーリー設計 : 各演習、各ステップで何をどのように積み上げていくか。メイン演習と補足資料の連携も考慮。

3. 各ステップの詳細分解各ステップの詳細分解 : 各ステップで扱う具体的なタスクと主要概念をリストアップ。

4. 補足資料のテーマ選定補足資料のテーマ選定 : メイン演習で深く扱えないが重要な概念、関連技術をリストアップ。

6.2 各ステップの作成手順 (齟齬防止強化版)

1. 学習目標と動機付けの記述学習目標と動機付けの記述 : このステップで何を学び、何ができるようになるのかを明確に。

2. 完全な解答コードの作成完全な解答コードの作成 : このステップのゴールとなる動作をする、教育的に適切なコードをまず作成します。

3. 解答コードの動作確認解答コードの動作確認 : 作成した解答コードが意図通りに動作することを徹底的に確認します。 テストケーステストケース をいくつか

用意し、正常系・準正常系（想定されるユーザーの誤入力など）・異常系の入力を試します。

4. 穴埋め版コードと日本語指示の作成穴埋め版コードと日本語指示の作成 :

完全な解答コードを基に、学習目標に沿って ___ で隠す部分と日本語指示に置き換える部分を決定します。

日本語指示は、「3.4.1 日本語指示の具体性と明確性」のチェックポイントに従い作成します。

5. 指示と解答の整合性検証 (最重要)指示と解答の整合性検証 (最重要) :

作成した日本語指示と穴埋め部分から、学習者が論理的に解答コード（またはそれに極めて近いコード）を導き出せる

か、 第三者の視点（または時間を置いて自分の視点）で徹底的に検証第三者の視点（または時間を置いて自分の視点）で徹底的に検証 します。

「この指示で、本当にこの解答しかあり得ないか？」「別の解釈をされる可能性はないか？」を自問します。

### 関連する補足資料

- **補足資料A: [関連テーマ1]** - [簡単な説明]

- **補足資料B: [関連テーマ2]** - [簡単な説明]
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6. 最小限ヒント、ポイント解説、補足資料への誘導の作成最小限ヒント、ポイント解説、補足資料への誘導の作成 : 学習者の思考を助け、理解を定着させ、さらなる学習へと繋げる

情報を記述します。

7. セルフレビューと修正セルフレビューと修正 : 全体を通して読み返し、学習者の視点で分かりにくい点、誤解を招きそうな点がないか確認し、修

正します。

6.3 補足資料作成の順序

1. 実践応用から逆算実践応用から逆算 : 最終的に何ができるようになってほしいかを明確化。

2. 基本(1分)の核心抽出基本(1分)の核心抽出 : 最も重要なエッセンスを一文で表現。

3. 詳細(3分)の骨格作成詳細(3分)の骨格作成 : 基本から実践応用への橋渡し内容を構築。

4. 深掘り(コラム)の関連付け深掘り(コラム)の関連付け : 関連技術を優先度順に整理し、繋がりを解説。

6.4 品質チェックリスト (齟齬防止・連携の観点を含む)

 指示の明確性指示の明確性 : 日本語指示は具体的で、一意に解釈できるか？

 穴埋めの適切性穴埋めの適切性 : ___  の箇所は学習目標と合致し、適切な難易度か？

 解答との整合性解答との整合性 : 提示された指示と穴埋めから、提示された解答例が論理的に導き出せるか？ 齟齬はないか？

 解答例の妥当性解答例の妥当性 : 解答例は正しく動作し、教育的に適切か？

 別解の考慮別解の考慮 : 想定される別解や、学習者が書きそうな別の（正しいかもしれない）コードについて、フォローがあるか？

 ステップ間の連続性ステップ間の連続性 : 前のステップの知識・コードを正しく引き継いでいるか？

 難易度の適切性難易度の適切性 : 対象とする学習者にとって、ステップの難易度は適切か？急激な飛躍はないか？

 補足資料の品質補足資料の品質 : 各段階（基本、詳細、深掘り、実践応用）の内容は適切か？

 メイン演習と補足資料の連携メイン演習と補足資料の連携 : 誘導は自然か？情報は補完的か？重複や矛盾はないか？

 誤字脱字・技術的誤り誤字脱字・技術的誤り : コードや説明文に誤りはないか？

 全体の一貫性全体の一貫性 : 用語や表現スタイルは一貫しているか？

6.5 レビュープロセス (推奨)

ピアレビューピアレビュー : 他の作成者や知識のある人にレビューしてもらう。

チェック項目: 上記「品質チェックリスト」全般。特に「指示の明確性」「解答との整合性」「補足資料の分かりやす

さ」は客観的な視点が重要。

ターゲットユーザーレビュー (可能であれば)ターゲットユーザーレビュー (可能であれば) : 実際の学習対象に近い人に試してもらい、フィードバックを得る。

チェック項目: 分かりやすさ、詰まった箇所、誤解した箇所、補足資料の利用しやすさ。

7. よくある失敗パターンと対策 (齟齬・連携関連を強化)

失敗1: 日本語指示が曖昧で、複数のコードが書けてしまう。失敗1: 日本語指示が曖昧で、複数のコードが書けてしまう。
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対策対策 : 指示に具体的な関数名、変数名、期待する出力形式などを盛り込む。作成者自身がその指示からコードを書き起

こしてみて、曖昧さがないか確認する。

失敗2: 失敗2: ______  が多すぎる、または核心的すぎて解答不能。 が多すぎる、または核心的すぎて解答不能。

対策対策 : そのステップで本当に学ばせたい1〜2点に絞って穴埋めする。ヒントを適切に出す。

失敗3: 作成者の想定解以外の正しいコードを考慮していない。失敗3: 作成者の想定解以外の正しいコードを考慮していない。

対策対策 : 解答例を示す際に「これは一例です」と明記する。可能な範囲で別解をコラムなどで紹介する。レビュー時に

「他の書き方はないか？」という視点を持つ。

失敗4: 前のステップの解答コードの微妙な違いで、次のステップの指示が成り立たなくなる。失敗4: 前のステップの解答コードの微妙な違いで、次のステップの指示が成り立たなくなる。

対策対策 : ステップ間の依存関係を明確にする。前のステップの出力や変数の状態が、次のステップの前提としてどうなっ

ているべきかを明示する。あるいは、各ステップの冒頭で必要な初期コードを再提示する。

失敗5: 解答コードにのみ存在する暗黙の前提やロジックが、指示や穴埋めから読み取れない。失敗5: 解答コードにのみ存在する暗黙の前提やロジックが、指示や穴埋めから読み取れない。

対策対策 : 解答コードを書いた後、そのコードの各部分が問題文のどの指示に対応するのか、逆マッピングして確認する。

指示にないロジックは解答に含めないか、含めるなら指示で明示する。

失敗6: メイン演習と補足資料の情報が重複している、または矛盾している。失敗6: メイン演習と補足資料の情報が重複している、または矛盾している。

対策対策 : メイン演習は「実践と概要」、補足資料は「詳細と体系化」と役割分担を明確にする。作成後に両者を見比べて

整合性を確認する。

失敗7: 補足資料への誘導が不自然、または不足している。失敗7: 補足資料への誘導が不自然、または不足している。

対策対策 : 学習者が「もっと知りたい」と思うであろうタイミングで、具体的な疑問に答える形で補足資料へ誘導する。

8. 分野別応用例

このマニュアルの原則は、様々なプログラミング分野の演習資料作成に応用でき

ます。

Web開発系演習Web開発系演習 :

メイン: HTML/CSS/JavaScriptの実装中心。

補足: HTTPプロトコル、ブラウザレンダリングの仕組み、セキュリティ（XSS, CSRF）、各種API仕様。

データ分析系演習データ分析系演習 :

メイン: pandas/NumPy/Matplotlib等を使った実際の分析作業。

補足: 統計学の基礎、各種分析手法の理論的背景、データ可視化の原則、機械学習アルゴリズム詳細。

ゲーム開発系演習ゲーム開発系演習 :

メイン: ゲームエンジン（Unity, Unreal Engineなど）を使ったゲームロジックの実装。

補足: ゲームデザイン理論、物理エンジンの数学的基礎、3Dグラフィックスパイプライン、パフォーマンス最適化技法。
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9. まとめ

高品質なプログラミング演習資料は、学習者のモチベーションを高め、深い理解

を促します。この統合版マニュアルは、 実践的なメイン演習実践的なメイン演習 と 体系的な段階的体系的な段階的

詳細度を持つ補足資料詳細度を持つ補足資料 を組み合わせることで、その実現を目指します。

成功の鍵:成功の鍵:

メイン演習メイン演習 : 簡潔で実践的、すぐに手を動かせる。指示は明確で、齟齬がない。

補足資料補足資料 : 段階的で体系的、必要な時に必要な深さで学べる。関連技術の繋がりを重視。

両者の連携両者の連携 : 自然な流れで深い学習へと誘導し、知識の定着と応用力の育成を支援。

作成プロセスにおける丁寧な検証とレビューを心がけ、学習者にとって最高

の学びの体験を提供できる資料作成を目指してください。
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